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耐震・バリアフリー・省エネ改修工事に係る固定資産税の減額
社会保険料（国民年金保険料）の控除証明書を送付
子育てカレンダー
情報ひろば
市民活動サロン
コンクール等入賞者紹介
ヘルシー保健師だより
生涯学習コーナー
フォトニュース
子ども会等のごみ減量大作戦（事例紹介）

南守谷児童センターは楽しさいっぱい

　ミ ･ナーデのあきまつりが開催されました。バンドやピエロな
どの発表の会場では、来場者たちの拍手があがり、出演者たちを
盛り上げていました。また、高野地区と共催のウオーキングも行
われ、参加者は秋へと移り行く景色の中、足を進めていました。

ミ ･ナーデあきまつり（10月 9・10日）
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「
第
３
回
市
民
提
案
型
協
働

事
業
」
の
ア
イ
デ
ア
募
集
を
行

い
ま
す
。

　

守
谷
市
民
の
幸
せ
っ
て
な
ん

だ
ろ
う
。
守
谷
の
将
来
に
残
せ

る
も
の
、
託
せ
る
も
の
は
何
だ

ろ
う
。
そ
の
答
え
を
見
つ
け
、

出
し
て
ゆ
く
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
始
ま

り
で
す
。

　

市
民
提
案
型
協
働
事
業
は

２
０
０
９
年
か
ら
始
ま
り
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
市

民
の
ア
イ
デ
ア
が
数
多
く
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た
ア

イ
デ
ア
の
中
に
は
、
市
の
事
業

と
し
て
正
式
に
取
り
上
げ
ら

れ
、
今
後
の
可
能
性
が
大
き
く

膨
ら
ん
で
き
た
事
業
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
事
業
は
守
谷

市
民
の
権
利
と
し
て
継
続
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
提
案
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
対
象
事
業
（
平
成
25
年
度
以

　

降
の
実
施
事
業
が
対
象
）

・・
提
案
者
と
市
が
協
働
で
取
り

　

組
む
こ
と
に
よ
り
、
地
域
課

　

題
の
解
決
を
図
る
こ
と
が
で

　

き
る
事
業

・・
守
谷
の
価
値
を
創
出
す
る
こ

　

と
に
よ
り
、
市
民
の
満
足
度

　

が
高
め
ら
れ
る
、
ま
た
は
具

　

体
的
な
効
果
が
期
待
で
き
る

　

事
業

・
実
施
を
前
提
と
し
た
事
業
で
、   

　

提
案
者
・
団
体
が
実
施
す
る

　

こ
と
が
可
能
で
あ
る
事
業

※
学
生
（
小
学
生
〜
大
学
生
）

　

の
提
案
に
つ
い
て
は
、
実
施

　

を
前
提
と
し
て
い
な
く
て
も

　

可
（
夢
の
あ
る
提
案
に
は
、

　

表
彰
を
予
定
）
／
応
募
に
関

　

す
る
説
明
会
を
11
月
27
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
正
午
に
市
民
活 

　

動
支
援
セ
ン
タ
ー
フ
リ
ー
ス

　

ペ
ー
ス
で
開
催

▼
応
募
対
象
者

・
市
内
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
グ
ル
ー
プ
・
市
民
活
動
団

　

体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
自
治
会
・

　

町
内
会
・
企
業
等
の
団
体

・・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

　

意
欲
の
あ
る
個
人
（
市
内
在

　

住
お
よ
び
在
勤
者
）

・・
守
谷
の
未
来
を
考
え
る
学
生

　

(

市
内
在
住
お
よ
び
在
学
者)

▼
提
出
書
類

　

市
民
提
案
型
協
働
事
業
提
案

　

書
、協
働
事
業
収
支
予
算
書
、

　

協
働
事
業
団
体
概
要
書
、
協

　

働
事
業
個
人
概
要
書
、
守
谷

　

の
未
来
提
案
書
（
学
生
用
）

※
提
出
書
類
は
、
市
役
所
市
民

　

協
働
推
進
課
・
市
民
活
動
支

　

援
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
、
ま
た

　

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得

　

す
る

▼
応
募
締
切
日
時

　

12
月
27
日
㈫
午
後
５
時
（
申

　

込
先
必
着
）

▼
発
表
会

　

平
成
24
年
２
月
26
日
㈰
市
民

　

交
流
プ
ラ
ザ
・
市
民
ギ
ャ
ラ

　

リ
ー
で
開
催

※
詳
細
は
直
前
の
広
報
も
り
や

　

等
で
周
知

▼
主
催

　

市
民
提
案
型
協
働
事
業
発
表

　

会
実
行
委
員
会
・
守
谷
市

▼
申
込
・
問
合
先

・
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課　

　

協
働
推
進
室　

内
線
１
３
２

・
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

☎
46
・
３
３
７
０

市民提案型協働事業
アイデア募集!!

デキルコトから始めよう！
私たちのまちづくり

　市では、地域安全・暴力追放市
民大会を開催します。安全で平穏
な日常生活を送ることは、市民共
通の願いです。一致団結し、犯罪
のない住み良いまちをつくってい
きましょう。

▼日時　11月 19日㈯　13：30～

▼会場　中央公民館ホール

▼定員　先着 400 人※入場無料

▼内容　県警本部による講演・暴  
　　　　力追放ビデオ上映
※大会終了後、守谷駅自由通路で 
　啓発キャンペーンを実施予定

▼主催　守谷市、守谷市議会、防
　　　　犯関係団体

▼後援　取手警察署

▼問合先　市役所市民協働推進課
　安全・安心対策室　内線 134

地域安全・暴力追放市民大会
第５回　

平
成
24
年
度
分
の
市
補
助
金

事
業
に
応
募
の
あ
っ
た
団
体
の

希
望
に
応
じ
、
直
接
ア
ピ
ー
ル

の
場
を
設
け
、
公
開
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
前
例
や
既
得
権
に

と
ら
わ
れ
ず
、
適
正
か
つ
効
果

的
に
補
助
金
を
交
付
す
る
た
め
、

公
募
制
に
よ
る
補
助
金
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
公
募
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
63
件
の
応
募
が
あ
り
、
現

在
、
学
識
経
験
者
等
で
構
成
す

る「
守
谷
市
補
助
金
等
審
議
会
」

で
、
応
募
団
体
の
事
業
内
容
な

ど
を
「
守
谷
市
補
助
金
等
交
付

基
準
」
に
基
づ
き
審
査
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

審
議
会
で
は
、
今
回
の
公
開

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
参
考
に
、
再
度

審
査
の
後
、
最
終
決
定
を
行
い

ま
す
。

▼
日
時

　

11
月
16
日
㈬
午
後
２
時
〜

※
ヒ
ア
リ
ン
グ
希
望
の
団
体
が

　

な
い
場
合
は
中
止
／
参
加
団

　

体
数
に
応
じ
開
始
時
間
が
早

　

ま
る
場
合
が
あ
り
（
開
始
時

　

間
等
は
事
前
に
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
）
／
参
加
団
体

　

等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
11

　
月
14
日
㈪
に
掲
載
予
定　

▼
会
場

　

市
役
所
大
会
議
室

守
谷
市
補
助
金
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ

●
問
合
先　

市
役
所
財
政
課　

内
線
２
１
６

2
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耐震改修 バリアフリー改修 省エネ改修

（
全
て
の
要
件
を
満
た
す
も
の
）

減
額
対
象
と
な
る
要
件

・・S57年1月1日以前に建築
　された住宅
・・H18年1月1日～H27年12
　月31日までに改修工事を
　完了した住宅
・・改修費用が30万円以上の
　住宅

・・H19年1月1日以前に建築
　された住宅（貸家住宅を
　除く）
・・H19年4月1日～H25年3
　月31日までに改修工事を
　完了した住宅
・改修費用が30万円以上の
　住宅（補助金などは除く）
・・65歳以上の高齢者や要介  
　護認定者・要支援認定者
・障害者が居住している住宅

・・H20年1月1日以前に
　建築された住宅
・・H20年4月1日～H25
　年3月31日までに改修
　工事を完了した住宅
・・改修費用が30万円以
　上の住宅

工
事
内
容

現行の耐震基準に適合した
改修工事

一定のバリアフリー改修工
事（手すりの取り付けや床
の段差解消、浴室・トイレ
の改良など）

現行の省エネ基準に適合
した改修工事（窓の改修
《必須》、床・天井・壁の
断熱改修工事）

減
税
額

1 戸当たり 120㎡相当分ま
での固定資産税の 2分の 1
を減額

1戸当たり 100㎡相当分ま
での固定資産税の 3分の 1
を減額

1戸当たり 120㎡相当分
までの固定資産税の3分
の 1を減額

減
額
期
間

改修工事が完了した年の翌
年度分のみ

改修工事が完了した年の
翌年度分のみ

必
要
書
類

・・固定資産税減額申告書※
・・耐震基準に適合した工事
　であることの証明書
・・工事明細書・写真・領収 
　書などの関係書類

・・固定資産税減額申告書※
・・工事明細書・写真・領収
　書などの関係書類
・・補助金の分かる書類

・固定資産税減額申告書※
・省エネ基準に適合した工
　事であることの証明書
・・工事明細書・写真・領
　収書などの関係書類

※固定資産税減額申告書は市ホームページから取得

工事完了期間 減額期間
H18 ～ 21 3 年間
H22 ～ 24 2 年間
H25 ～ 27 1 年間

　

耐
震
改
修
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
、
省
エ
ネ
改
修
の
各
工
事

を
行
っ
た
住
宅
の
固
定
資
産
税

が
減
額
さ
れ
ま
す
（
都
市
計
画

税
は
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
）。

　

い
ず
れ
も
、
固
定
資
産
税
減

額
申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
改

修
工
事
完
了
後
か
ら
３
か
月
以

内
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
税
務
課

資
産
税
Ｇ
（
内
線
２
０
２
・

２
０
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
個
別
相
談
会

　

竜
ケ
崎
税
務
署
で
は
、
東
日

本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
ら
れ

た
方
の
所
得
税
軽
減
個
別
相
談

会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
５
日
㈪
〜
７
日

㈬
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
／
午

後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
会
場　
市
役
所
大
会
議
室

○
所
得
税
軽
減

　

震
災
特
例
法
に
よ
り
、
平
成

22
年
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
所
得

税
を
軽
減
で
き
ま
す
。
こ
の
措

置
を
受
け
る
に
は
、
次
の
書
類

等
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
な
書
類
等　

①
被
害
を
受
け
た
資
産
、
取
得

　

時
期
、
取
得
価
額
の
分
か
る

　

も
の

②
被
害
を
受
け
た
資
産
の
取
り

　

壊
し
費
用
、
除
去
費
用
な
ど

　

の
分
か
る
も
の

③
被
害
を
受
け
、
保
険
会
社
等

　

か
ら
受
領
し
た
保
険
金
等
の

　

金
額
が
分
か
る
も
の

④
市
町
村
か
ら「
り
災
証
明
書
」

　

の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合

　

に
は
、
そ
の
証
明
書
の
写
し

⑤
還
付
金
を
受
け
る
場
合
の
振

　

込
先
金
融
機
関
名
、支
店
名
・

　

口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

⑥
す
で
に
平
成
22
年
分
所
得
税

　

の
確
定
申
告
書
・
決
算
書
・

　

収
支
内
訳
書
を
提
出
さ
れ
て

　

い
る
方
は
そ
の
控
え
、
確
定

　

申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い

　

方
は
平
成
22
年
分
の
所
得
金

　

額
や
所
得
控
除
額
の
分
か
る

　

も
の
（
源
泉
徴
収
票
、
保
険

　

料
控
除
証
明
書
な
ど
）

※
書
類
が
な
い
場
合
は
要
相
談

⑦
認
め
印

▼
申
告
・
問
合
先　

竜
ケ
崎
税

務
署　

個
人
課
税
部
門
（
龍
ケ

崎
市
川
原
代
町
１
１
８
２

－

５
）

☎
０
２
９
７･

66･

１
３
０
３

※
自
動
音
声
の
案
内
に
従
い
、

　

軽
減
措
置
制
度
等
に
関
す
る

　

問
い
合
わ
せ
は
「
０
」
番
を
、

　

申
告
相
談
等
に
関
す
る
問
い

　

合
わ
せ
は
「
２
」
番
を
選
択

※
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30

　

分
〜
午
後
５
時

　
（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す

固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す

住
宅
の
耐
震
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
省
エ
ネ
改
修
工
事

～所得税軽減手続き～

東日本大震災に伴う東日本大震災に伴う

個別相談会の開催個別相談会の開催

広報もりや 2011.11.103
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日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

●問合先　日本年金機構　土浦年金事務所　●問合先　日本年金機構　土浦年金事務所　☎☎ 029 － 824－ 7121 029 － 824－ 7121

日本年金機構からのお知らせ日本年金機構からのお知らせ

～年末調整・確定申告まで大切に保管してください～～年末調整・確定申告まで大切に保管してください～

平成２３年中の社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が送付されます！平成２３年中の社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が送付されます！

・・国民年金保険料で納付した全額が、所得税および
住民税の申告において、社会保険料控除の対象と
なります。対象となるのは、その年の１月１日か
ら 12月 31 日までの間に納付した国民年金保険料
です。なお、この社会保険料控除を受けるために
は、納付したことを証明する書類の添付が義務付
けられています。このため、平成 23 年１月１日
から９月 30 日までの間に国民年金保険料を納付
した方には、「社会保険料（国民年金保険料）控
除証明書」が 10月下旬から 11月上旬までに日本
年金機構から送付されます。
　また、10月１日から 12月 31 日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を納付した方について
は、来年の１月下旬に送付されます。年末調整や確定申告の際には、必ずこの証明書（または領収書）
を添付してください。

・・ 家族の国民年金保険料を納付した場合も、納付した方本人の社会保険料控除の申告に加え
ることができますので、家族あてに送られた控除証明書を添付して申告してください。
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の照会は、控除証明書のはがきに表示されている電
話番号にお問い合わせください。

【控除証明書の再交付などの問合先】平成 24年３月 15日まで　平日 8:30 ～ 17:15

 控除証明専用ダイヤル　☎ 0570－ 070－ 117  IP 電話・PHSなどの方　☎ 03-6700-1130 

　老齢年金は、雑所得として所得税の課税対象とされています（障害年金や遺族年金は課税され
ません）。
　課税対象となる受給者の方には、毎年 11月上旬までに日本年金機構から「扶養親族等申告書」
のはがきが送付されますので、12月１日の提出期限までに必ず提出してください。
　この申告により、翌年中に受けられる年金にかかる所得税の源泉徴収税額が決まります。もし、
提出を忘れると各種控除が受けられず、所得税の源泉徴収税額が多くなる場合がありますのでご
注意ください。
　なお、年金以外に収入がある方は確定申告が必要です。

●年金受給者の皆さんへ「扶養親族等申告書」は期限までに提出しましょう！

◆納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象となります！

平成24 年分「扶養親族等申告書」が送付される方

年　齢
65歳未満の方 年金額が 108 万円以上
65歳以上の方 年金額が 158 万円以上

※源泉徴収の対象とならない方には、このはがきは送付されません
お問い合わせは「ねんきんダイヤル」　☎０５７０－０５－１１６５
IP 電話・PHSなどの方　☎ 03－6700－1165

4
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※（　）は前月比
※９月 25日現在人口　62,698 人
※排出量とは常総環境センターへ搬入されたごみ量を示す

種類 排出量・回収量 昨年同月 １人１日
当たり

ご
み

可燃 1,140.47 ｔ
（▲ 56.13 ｔ） 995.54 ｔ 606 ｇ

（▲ 9ｇ）

不燃 230.55 ｔ
（▲ 48.09 ｔ） 217.13 ｔ 123 ｇ

（▲ 20ｇ）

粗大 64.92 ｔ
（▲ 5.83 ｔ） 69.74 ｔ 35 ｇ

（▲ 1ｇ）

資
源
物

新聞 8.04 ｔ
（▲ 0.70 ｔ） 6.39 ｔ 4ｇ

（± 0ｇ）

雑誌 45.26 ｔ
（＋ 0.44 ｔ） 31.42 ｔ 24 ｇ

（＋ 1ｇ）
ダン
ボール

39.25 ｔ
（＋ 6.08 ｔ） 26.42 ｔ 21 ｇ

（＋ 4ｇ）
古着・ 
布類

11.27 ｔ
（▲ 0.53 ｔ） 8.25 ｔ 6ｇ

（± 0ｇ）

缶 14.45 ｔ
（▲ 1.40 ｔ） 19.09 ｔ 8ｇ

（± 0ｇ）

ビン 32.36 ｔ
（▲ 1.70 ｔ） 38.11 ｔ 17 ｇ

（▲ 1ｇ）
　先月、増加した可燃・不燃ごみ排出量は減
少しました。しかし、昨年同月と比較すると
増加しています。引き続き分別の徹底、生ご
みの水切りにご協力ください。３月から７月
まで増加していた粗大ごみは、先月に続き減
少しています。

市のごみ排出量・資源物回収量 ９月

白熱電球を電球型蛍光灯にするだけで白熱電球を電球型蛍光灯にするだけで
とても効果的です !!とても効果的です !!

　地域の皆さんで、道路や公園等のごみを収集し、
市内の美化に努めましょう。ご協力よろしくお願
いします。
　雨天の場合は、中止です。はっきりしない天候
の場合は、各町内会・地域で判断してください。
なお、雨天でもごみの収集は行います。

▼収集方法
　可燃・不燃ごみ、空き缶は指定ごみ袋に、使用
済み乾電池（ボタン電池や充電式電池は除く）
は適宜袋に入れてください。
※環境美化の日以外に自治会等で清掃活動を実施
する場合、指定袋の配布およびごみ回収を行い
ますので事前にご連絡ください

▼問合先
　市役所生活環境課　生活環境Ｇ　内線 147

　前年と比べると、市内全体で電力使用量（４～
８月分）は 12.4％の削減を達成しました。皆さ
んのご理解とご協力により、安定的な需給バラン
スを保ち、無事に夏期を終えることができました。
ありがとうございました。引き続き、冬に向けて
節電へのご協力をお願いします。

電力使用量　４～８月分
電灯計 47,369 千 kWh
　（前年同月比） （10.1％減）
電力計 104,649 千 kWh
　（前年同月比） （13.5％減）
電灯電力計 152,018 千 kWh
　（前年同月比） （12.4％減）
※東京電力の算定

　トイレや玄関灯などでよく使われている 60 Ｗ
の白熱電球について、１日合計２時間点灯すると
いう条件で計算してみました。

　このように、１日わずか２時間の点灯であって
も、１年間で７０５円の得になるという計算が成
立します。今は電球型蛍光灯も比較的安くなっ
ており、家電量販店などでは１個５００円程度で
売っているようです。
　ぜひ、交換してみてはいかがですか？

▼問合先　市役所生活環境課　内線 143 

４４～～８８月分の月分の電力量実績電力量実績
市内全体市内全体で　前年比 で　前年比 12.412.4％％減減

60W形電球型蛍光灯の場合
〔消費電力 12W〕0.012kW×〔1日の点灯時間〕2時間
×〔1年間〕365 日×〔1kWhの電気料金〕23円 ×1個

＝　1年間の電気代　約 202円

60W形白熱電球の場合
〔消費電力 54W〕0.054kW×〔1日の点灯時間〕2時間
×〔1年間〕365 日×〔1kWhの電気料金〕23円 ×1個

＝　1年間の電気代　約 907円

エコなことしませんか ?!

1212月月４４日㈰は環境美化の日日㈰は環境美化の日

●問合先　市役所生活環境課　内線 143
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１２月の子育てカレンダー１２月の子育てカレンダー ウェブ版 http://www.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/
携帯版 http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/

月 火 水 木 金 土 日
　 1

夢 ほ・み・お・ま
2
夢 の・ほ 12時～・
　 み 12時まで・低ほ

3 4

5 保 育児健康相談
夢 に・の12時～・ほ・中
ね 親子活動0～1歳★

6
夢 の・み

7
夢 の・ほ・み・お
ね お母さんのリフレッシュ★

8
夢 ほ・み・お・ま

9予 サークル予約開始日
夢 の 12時～・ほ・み・
　 低の

10 11

12
夢 の・ほ
ね お母さんのリフレッシュ★

13
夢 リ★・の12時～
　 ・み

14
夢 の・ほ・み・お・
　 講★

15
夢 ほ・み・お・ま

16 17
夢 夢っ子
コンサート

18

19
夢 の12時～・ほ・ポ☆
ね 親子活動１～３歳★

20
夢 の・み

21
夢 の・ほ・み・お
　（全広場12時まで）

22予 1月分予約受付
夢 ほ・み 12時まで・
　 お・ま

23

天皇誕生日

24 25

26
夢 の・ほ 12時まで

27 28 29 30 31

予　予約開始日　10:00 ～　広場：夢っ子・ねっこ／子育てサークル支援：夢っ子（☎ 48－8804）
ね　ねっこ（まつやま保育園　☎ 45-8828）　　　保　保健センター（☎ 48-6000）

　親子活動　9:30 ～　★要予約
　お母さんのリフレッシュ（クリスマスキャンドルづくり）　9:45 ～　★要予約
夢　地域子育て支援センター ・夢っ子（☎ 45-2462）

　の　夢っ子ひろばのぎさき（地域子育て支援センター）　9:30 ～ 15:30
　　に　にこにこ広場〔育児相談〕　10:00 ～ 12:00
　　ポ　ぽかぽか子育て教室〔育児相談〕　10:00 ～ 12:00　☆事前に問い合わせ
　　リ　リトミック（のぎさき）　10:00 ～ 12:00
　ほ　夢っ子ひろばほくえん（北園保育所集会室）　10:00 ～ 15:00
　み　夢っ子ひろばみずきの（郷州小学校）　10:00 ～ 15:00
　お　夢っ子ひろばおおがしわ（大柏生活改善センター）　10:00 ～ 15:00
　中　出前広場中央（中央公民館１階和室）　10:00 ～ 14:00
　ま　出前広場まなび（もりや学びの里地域活動室）　10:00 ～ 12:00
　低　低年齢の広場〔１歳の誕生日まで〕
　　　（のぎさき／ほくえん／みずきの）12:00 まで
　講　親子クッキング（保健センター）　9:15 受付～ 13:00　★要予約
　夢っ子コンサート（中央公民館ホール）　11:00 ～ 12:00
○北守谷児童センター「キ ・ ターレ」（☎ 45-2278）　10:00 ～ 17:00
　 http://www.moriya-koryuplaza.jp/index.php?id=4
○南守谷児童センター「ミ ・ ナーデ」（☎ 21-1224）　10:00 ～ 17:00
　 http://members3.jcom.home.ne.jp/minaade/

予定は変更される場合

があります。

詳細は各事業所へお問

い合わせください。

子育て情報は、支援セ

ンター発行の『お便り』

（各広場や市役所・公

民館などで取得）や、

ホームページで見るこ

とができます。

■虐待相談通報窓口　市役所児童福祉課　月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 45－1111　内線 157
■家庭児童相談室　　市民交流プラザ内　月～金曜日　8:30 ～ 17:00　☎ 45－2314
　＊子どもの言葉・発達・成長などさまざまな相談に応じます。
　＊出張相談 … 南守谷児童センター　10：00 ～ 12：00　11 月 24 日㈭、12月９日㈮
■育児相談　※メール相談は随時受付

地域子育て
支援センター・夢っ子 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 45－2462 土塔中央保育所 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－1876

北園保育所 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－4897
ねっこ

まつやま保育園 月～金曜日　8:30 ～ 16:00　☎ 45－8828 保健センター 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48－6000

※ 12 月の予約は 11月 24 日㈭から受付開始

・ 地域子育て支援センター 9:30 ～ 16:00

・ まつやま保育園 9:00 ～ 16:00

・ わかばのもり保育園 9:00 ～ 16:00

・ 土塔中央保育所 10:00 ～ 16:00

・ 北園保育所 10:00 ～ 16:00

園
庭
開
放
（
月
～
金
曜
日
）

子子育育てて支支
援援

情情 報報

平成 24年１月３日㈫まで 夢 ね 休館

6
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　家族やお友だちみんなで吹奏楽コンサートを楽
しみましょう。申し込みは不要です。ぜひ、お越
しください。

▼日　時　12月 17 日㈯
　　　　　11:00 ～ 12:00 ※開場 10:45

▼会　場　中央公民館ホール

▼対　象　市内在住・在勤者の未就学児童とその
　　　　　家族

▼演奏者　ウィンドアンサンブル守谷

▼演奏曲　童謡、一緒に手遊び、歌遊び、クリス
　　　　　マスソングほか

▼問合先　地域子育て支援センター・夢っ子
　　　　　☎ 45 － 2462

「小さな子どもと家族の「小さな子どもと家族の

ための夢っ子コンサート」ための夢っ子コンサート」

　児童虐待が大きな社会問題となっています。虐
待は子どもの心身の発達や人格形成に重大な影響
を与えるだけでなく、時には生命を奪うという悲
しい事件につながります。
◎しつけと虐待の違い
　親が「しつけ」だと思っても、子どもの心身を
傷つけるものであれば、全て「虐待」に当たりま
す。「しつけ」と「虐待」の違いは、親の言い分
ではなく、親の行為が及ぼす子どもへの影響で判
断されます。
◎児童虐待を防止するために
　自ら助けを求めることのできない子どもたちを
虐待から守るには、早い段階で発見し対応するこ
とが求められています。
　「おかしい」と感じたら迷わず連絡をしてくだ
さい。また、妊娠や子育てに悩んだときは、一人
で抱え込まず、お気軽にご相談ください。

▼虐待に関する相談先
・・市役所児童福祉課　内線 157
・・土浦児童相談所
　☎ 029 － 821 － 4595
・・いばらき虐待ホットライン（24時間受付）
　☎ 0293 － 22 － 0293
・・取手警察署
　☎ 0297 － 77 － 0110

▼妊娠や子育てに関する相談先
・・保健センター　　☎ 48 － 6000
・・家庭児童相談室　☎ 45 － 2314

11月は児童虐待防止推進月間11月は児童虐待防止推進月間

「守るのは  気づいたあなたの  その勇気」「守るのは  気づいたあなたの  その勇気」

　

平
成
24
年
度
の
適
応
指
導
教
室
相
談
員
お
よ
び
心

の
教
室
相
談
員
を
左
表
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
指
導
室
窓
口
で
取
得
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
教
員
免
許
状
の
写
し
等
を
添
え
て
持

参
（
郵
送
）
す
る

▼
応
募
締
切　

12
月
22
日
㈭
必
着

▼
応
募
・
問
合
先

　

〒
３
０
２

－

０
１
９
８　

守
谷
市
大
柏
９
５
０

－

１

　

市
役
所
指
導
室　

内
線
２
８
７

http://w
w
w
.city.m

oriya.ibaraki.jp/
section/0830/

　
　

  

平
成
24
年
度

非
常
勤
嘱
託
職
員
募
集

●募集内容

職　務 内　容
応募資格

※それぞれの①～③のい
ずれかに該当する方

人員

適 応 指
導 教 室
相 談 員

不登校児童・
生徒の学校復
帰を目指した
相談支援や援
助、指導等

①教員免許を有する方
②心理学を専攻した方
③不登校対応実務経
験のある方

2人

心の教室
相 談 員

小学校での児
童や保護者の
悩みに関する
カウンセリン
グ等

①教員免許を有する方
②心理学、教育学、
社会学等を専攻し
た方
③教育相談や不登校
に関する知識を有
する方

2人

▲

昨
年
の
夢
っ
子
コ
ン
サ
ー

ト
の
様
子

▼

会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
家

族
が
集
ま
り
ま
し
た



広報もりや 2011.11.10 88

お知らせ

お
知
ら
せ

　

薬
師
台
地
内
で
給
水
管
布
設

替
工
事
を
行
い
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
工
事
名　

①
Ｈ
23
給
水
第
６

号
工
事
②
Ｈ
23
給
水
第
７
号
工

事
③
Ｈ
23
給
水
第
８
号
工
事
④

Ｈ
23
給
水
第
９
号
工
事
▼
工
事

場
所　

薬
師
台
二
丁
目
・
三
丁

目
地
内
▼
工
事
内
容　

給
水
管

の
更
新
、
舗
装
工
事
▼
請
負
者

①
㈱
大
山
設
備
②
㈲
坂
設
備
工

業
所
③
㈲
大
和
田
鉄
工
④
㈱
舘

野
設
備
工
業
▼
工
事
期
限　

平

成
24
年
３
月
末
日
（
予
定
）

▼
問
合
先　

上
下
水
道
事
務
所 

業
務
Ｇ　

☎
48
・
１
８
４
２

た
、
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
発

煙
、
発
火
、
こ
げ
の
原
因
に
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
電
源
を

切
り
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
電
源

プ
ラ
グ
を
抜
き
、
販
売
店
や

メ
ー
カ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・・
内
部
の
ヒ
ー
タ
ー
線
が
重

な
っ
た
り
、
輪
状
に
な
っ
た

り
、
折
り
く
せ
な
ど
が
つ
い

た
り
し
て
い
る

・・
熱
に
よ
り
、
表
面
が
部
分
的

に
変
色
し
て
い
る

・・
表
面
に
傷
や
破
れ
が
あ
っ
た

り
、
内
部
が
外
に
露
出
し
て

ヒ
ー
タ
ー
線
が
見
え
て
い
る

・・
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
暖
か

く
な
ら
な
い

・・
電
源
コ
ー
ド
や
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
が
熱
か
っ
た
り
、
臭
い

が
し
て
い
る

◎
ヒ
ー
タ
ー
線
の
位
置
ず
れ
防

止
の
た
め
、柔
軟
性
の
あ
る
座

　

布
団
や
ソ
フ
ァ
ー
な
ど
の
上

に
置
い
て
使
用
し
な
い
こ
と

▼
問
合
先　

一
般
社
団
法
人

日
本
電
機
工
業
会　
　

http://
w
w
w
.jem

a-n
et.or.jp/

Japanese/ha/danbou/

愛する
自分を
   大切に…
薬物乱用
「ダメ。
ゼッタイ。」

上
水
道
工
事

上
水
道
工
事

　

長
年
使
用
し
て
い
る
暖
房
器

具
（
電
気
毛
布
・
ミ
ニ
マ
ッ
ト
・

カ
ー
ペ
ッ
ト
等
）
で
、
経
年
劣

化
が
原
因
の
火
災
事
故
が
起
き

て
い
ま
す
。

　

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
日
ご

ろ
か
ら
製
品
と
そ
の
周
辺
の

チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

暖
房
器
具

暖
房
器
具

愛
情
点
検
で
快
適
な
冬
を

愛
情
点
検
で
快
適
な
冬
を

　

守
谷
市
松
並
土
地
区
画
整
理

事
業
の
事
業
計
画
変
更
に
係
る

案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
変
更
内
容
に
つ
い
て
意

見
の
あ
る
利
害
関
係
者
の
方

は
、
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間　

11
月
10
日
㈭
〜

23
日
（
水
・
祝
）
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
▼
場
所

市
役
所
都
市
計
画
課
▼
意
見
書

提
出
期
間　

11
月
10
日
㈭
〜
12

月
７
日
㈬
※
郵
送
可
（
当
日
消

印
有
効
）
▼
提
出
先　

〒
３
１

０

－

８
５
５
５　

茨
城
県
水
戸

市
笠
原
町
９
７
８

－

６　

茨
城

県
知
事　

橋
本
昌
宛
て
（
都
市

整
備
課
扱
い
）

▼
問
合
先

・・
県
都
市
整
備
課

　

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
４
６

　

２
２
（
直
通
）

・・
市
役
所
都
市
計
画
課　

ま
ち

づ
く
り
Ｇ

　

☎
45
・
１
９
６
３
（
直
通
）

事
業
計
画
変
更
に
係
る

事
業
計
画
変
更
に
係
る

案
の
縦
覧

案
の
縦
覧

①①

②
③③④④
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お知らせ・開催

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
・

法
務
局
職
員

▼
問
合
先　

水
戸
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課　

☎
０
２
９
・
２
２
７
・
９
９
１
９

　

市
の
公
募
に
よ
り
選
定
さ
れ

た
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
が
開
設
し
ま
す
。
申
込

方
法
な
ど
詳
細
は
、
直
接
事
業

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
予
定　

平
成
24
年
２
月

▼
事
業
所
名　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム　

ア
ン
ダ
ン
テ
（
本
町
４
０

２
番
地
の
１
）
▼
事
業
内
容

認
知
症
の
方
が
共
同
で
生
活
す

る
住
居
の
中
で
、
介
護
や
日
常

生
活
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
▼
募
集
対
象　

市
内

在
住
で
、
要
介
護
認
定
が
「
要

支
援
２
」
以
上
と
認
定
さ
れ
た

認
知
症
の
方
18
人

▼
申
込
・
問
合
先　

㈱
コ
ス
モ

内　

開
設
準
備
室　

倉
持
・
堤

☎
52
・
２
２
６
８

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
が
オ
ー
プ
ン

ホ
ー
ム
が
オ
ー
プ
ン

　

県
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
対
策

の
総
合
調
整
機
関
と
し
て
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
社
会
福
祉
士
、
精
神
保

健
福
祉
士
な
ど
が
相
談
に
応
じ

る
ほ
か
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
・

教
育
・
労
働
等
の
関
係
機
関
へ

適
切
に
つ
な
ぎ
ま
す
。
お
気
軽

ひ
き
こ
も
り
相
談

ひ
き
こ
も
り
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

支
援
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
相
談
先　

ひ
き
こ
も
り
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９
・

２
４
４
・
１
５
７
１　

水
戸
市

笠
原
町
９
９
３

－

２
（
県
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

認
知
症
介
護
の
悩
み
を
介
護

者
同
士
が
お
互
い
に
話
し
合
い
、

耳
を
傾
け
る
場
で
す
（
偶
数
月

に
は
臨
床
心
理
士
が
出
席
）。

▼
日
時　

12
月
14
日
㈬
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
▼
会
場　

市
役

所
小
会
議
室
▼
対
象　

市
内
在

住
の
方

▼
問
合
先　

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　

内
線
１
７
７　

☎
45
・
１
７
４
４
（
直
通
）

　

法
務
局
お
よ
び
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
悩
み
を

持
っ
た
女
性
が
気
楽
に
相
談
で

き
る
専
用
の
電
話
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
設
置
し

ま
す
。
職
場
に
お
け
る
男
女
差

別
や
セ
ク
ハ
ラ
、
夫
や
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性
に
対
す

る
あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害
に
つ
い

て
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
14
日
㈪
〜
20
日

㈰
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７

時
※
土
・
日
曜
日
は
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
▼
相
談
電
話

☎
０
５
７
０・
０
７
０・
８
１
０

開　
　

催

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間　

あ
な
た
一
人
で

強
化
週
間　

あ
な
た
一
人
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

認
知
症
の
方
と
家
族
の
集
い

認
知
症
の
方
と
家
族
の
集
い

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
事
前
予
約
不
要

▼
日
時　

12
月
10
日
㈯
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
▼
場
所　

中
央

公
民
館
団
体
活
動
室
▼
内
容

相
続
・
遺
言
・
法
人
設
立
・
営

業
許
可
・
農
地
転
用
・
帰
化
永

住
・
在
留
資
格
・
権
利
義
務
・

事
実
証
明
に
関
す
る
こ
と

▼
問
合
先　

茨
城
県
行
政
書
士

会
県
南
支
部　
☎
58
・
０
４
８
６

茨
城
県
行
政
書
士
会

茨
城
県
行
政
書
士
会

県
南
支
部　

無
料
相
談
会

県
南
支
部　

無
料
相
談
会

▼
開
催
日　

11
月
26
日
㈯
※
雨

天
決
行
▼
時
間　

午
前
11
時

〜
午
後
２
時
▼
会
場　

立
沢

１
０
８
０
番
地
地
先
の
そ
ば
畑

（
左
図
参
照
）
▼
内
容　

守
谷

産
の
新
そ
ば
粉
を
使
っ
た
手
打

ち
そ
ば
で
「
き
つ
ね
そ
ば
」
を

つ
く
り
販
売（
限
定
２
０
０
食
）

※
１
食
２
０
０
円
▼
主
催　

守

谷
産
そ
ば
生
産
者
・
市
内
そ
ば

打
ち
サ
ー
ク
ル
有
志
▼
後
援

市
教
育
委
員
会
・
市
農
業
委
員
会

▼
問
合
先　

笠
川

　
０
９
０・２
６
６
５・２
１
１
８

守
谷
産

守
谷
産

新
そ
ば
ま
つ
り

新
そ
ば
ま
つ
り

守谷慶友病院守谷慶友病院

守谷市役所守谷市役所

市役所入口市役所入口
交差点交差点

立沢橋南立沢橋南
交差点交差点

ふれあい道路ふれあい道路

会場会場
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開催・募集

　

公
益
信
託
「
エ
コ
ー
い
ば
ら

き
」
環
境
保
全
基
金
の
助
成
金

給
付
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
基
金
は
、
県
の
許
可
を

得
て
、
平
成
４
年
に
発
足
し
た

公
益
信
託
で
、
助
成
金
の
総
額

は
１
０
０
０
万
円
で
す
。

　

県
内
の
環
境
保
全
に
関
す
る

事
業
に
助
成
を
行
う
こ
と
で
、

緑
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
等

を
図
り
、
地
域
社
会
の
発
展
と

振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
事
業　

①
県
内
の
環
境

保
全
活
動
／
②
①
を
促
進
す
る

た
め
の
調
査
研
究
／
③
①
の
普

及
啓
発
／
④
東
日
本
大
震
災
復

旧
・
復
興
支
援
に
関
わ
る
活
動

　

人
権
に
つ
い
て
お
悩
み
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
人
で

悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
（
事
前
予
約

不
要
／
相
談
無
料
）。

▼
日
時　

12
月
９
日
㈮
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
▼
会
場　

市
役

所
１
階
小
会
議
室
▼
相
談
内
容

人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
問
題

／
金
銭
賃
借
・
借
地
・
借
家
・

境
界
・
農
地
・
登
記
問
題
／
相

続
・
親
族
・
扶
養
・
結
婚
・
戸

籍
問
題
／
児
童
・
生
徒
の
い
じ

め
問
題
／
そ
の
ほ
か
人
権
に
関

す
る
こ
と
▼
相
談
員　

人
権
擁

護
委
員
・
法
務
局
担
当
官

▼
問
合
先　

市
役
所
市
民
協
働

推
進
課　

人
権
推
進
室　

内
線
１
３
８

▼
活
動
内
容　

国
際
・
地
域
貢

献
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、野
外
ワ
ー

ク
（
キ
ャ
ン
プ
、
ラ
リ
ー
）、

自
然
観
察
、
ゲ
ー
ム
、
ク
ラ
フ

ト
な
ど
▼
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

「
①
自
己
開
発
／
②
人
と
の
ま

じ
わ
り
／
③
自
然
と
と
も
に
」

を
大
切
に
活
動
し
て
い
ま
す

▼
問
合
先　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

日
本
連
盟
茨
城
県
支
部
第
39
団

・・
黒く

ろ
ぬ
ま沼　

☎
45
・
１
２
５
２

・・
長は

せ
が
わ

谷
川　

☎
48
・
１
２
８
８

（
が
れ
き
撤
去
、
放
射
能
汚
染

の
調
査
研
究
な
ど
）
▼
応
募
資

格　

県
内
の
地
方
公
共
団
体
、

非
営
利
法
人
・
団
体
・
個
人
（
震

災
関
連
に
つ
い
て
は
、
主
に
県

内
で
活
動
支
援
を
行
う
団
体
等

で
、
県
外
の
被
災
地
の
団
体
等

と
共
同
活
動
す
る
法
人
・
団
体
・

個
人
も
対
象
）
▼
応
募
期
間

11
月
30
日
㈬
ま
で
▼
応
募
方
法

所
定
の
申
請
書
（
事
務
局
へ
請

求
）
に
、必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
す
る

▼
問
合
先　
「
エ
コ
ー
い
ば
ら

き
」
事
務
局
（
常
陽
銀
行
営
業

推
進
部
内
）
米よ

ね
か
わ川　

☎
０
２
９

・
３
０
０
・
２
６
９
９

　

家
庭
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
・

節
電
の
た
め
、
所
定
の
研
修
を

修
了
し
た「
う
ち
エ
コ
診
断
員
」

が
、
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基

に
家
庭
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
状
況
等

に
つ
い
て
診
断
を
行
い
、
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
の
省
Ｃ
Ｏ
２
・
省

エ
ネ
対
策
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
を

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間　

12
月
22
日
㈭
ま

で
▼
診
断
期
間　

平
成
24
年
１

月
中
旬
ま
で
▼
診
断
方
法　

次

の
中
か
ら
選
択
①
訪
問
診
断

（
診
断
員
が
家
庭
に
出
向
く
）
／

②
窓
口
診
断
（
事
務
局
に
来
所

す
る
）
／
③
集
団
診
断
（
勤
務

先
事
業
所
な
ど
で
実
施
）
▼
診

断
料
金　

無
料

▼
問
合
先　

ク
ー
ル
ア
ー
ス
い

ば
ら
き
（
県
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
）
坪つ

ぼ
い井

・

佐さ
と
う藤　

☎
０
２
９
・
２
４
８
・

７
４
３
１

http://business2.plala.
or.jp/ibakobo/

人
権
相
談
所
開
設

人
権
相
談
所
開
設

募　
　

集

▼
活
動
日
時　

月
２
回
程
度

（
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
２
時
▼
活
動
場

所　

も
り
や
学
び
の
里
、
市
内

各
公
民
館
等
▼
応
募
資
格　

幼

稚
園
年
長
〜
高
校
生
の
女
性

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

茨
城
第

茨
城
第
3939
団
（
守
谷
市
）

団
（
守
谷
市
）

「
エ
コ
ー
い
ば
ら
き
」

「
エ
コ
ー
い
ば
ら
き
」

環
境
保
全
基
金　

助
成
金

環
境
保
全
基
金　

助
成
金

▼
訓
練
科
名　

板
金
科
▼
定
員

10
人
▼
訓
練
期
間　

１
年
▼
応

募
資
格　

平
成
23
年
度
に
中
学

校
を
卒
業
見
込
み
の
者
▼
受
付

期
間　

11
月
21
日
㈪
〜
12
月
２

日
㈮
▼
提
出
書
類　

入
学
願
書
、

推
薦
書
、
調
査
書
▼
試
験
日

12
月
９
日
㈮
▼
選
考
内
容　

面

接
▼
合
格
発
表　

12
月
16
日
㈮

▼
試
験
会
場
、
申
込
・
問
合
先

県
立
古
河
産
業
技
術
専
門
学
院

古
河
市
諸
川
１
８
４
４

☎
０
２
８
０
・
76
・
０
０
４
９

古
河
産
業
技
術
専
門
学
院

古
河
産
業
技
術
専
門
学
院

（
板
金
科
）
推
薦
入
学

（
板
金
科
）
推
薦
入
学

省
エ
ネ
対
策
を
ア
ド
バ
イ
ス

省
エ
ネ
対
策
を
ア
ド
バ
イ
ス

「
う
ち
エ
コ
診
断
」

「
う
ち
エ
コ
診
断
」



11

　9月 24・25 日に開催されたイベントの際、
約 800 人の方にアンケート協力をいただきま
した。3月 11日東日本大震災の後、「それぞれ
が何らかの形で被災地・被災者に対し支援活動

を行いましたか？」「その支援の内容は何ですか？」
などを尋ねた結果、多くの方がさまざまな形で関
わったことが分かりました。皆さんの復興への祈り
はきっと被災地・被災者に届いていると思います。

第28回守谷市商工まつり～きらめき守谷夢彩都フェスタ～のアンケート結果報告第28回守谷市商工まつり～きらめき守谷夢彩都フェスタ～のアンケート結果報告

　福祉施設や保育園などに訪問して演奏する音楽ボランティア団
体です。基本はバイオリンデュオですが、カルテット（四重奏）や
ピアノ・フルートとの合奏など、曲目（クラシック・アニメソング・
懐メロ・唱歌など）、演奏時間（15分～ 1時間程度）、演奏人数の
リクエストに可能な限りお応えします。土・日曜日、祝日（平日も
応相談）に活動しています。また、ホームページ（http://sakura-
string-ensemble.blogspot.com/）に演奏曲を掲載しています。
●問合先　市民活動支援センター　☎ 46-3370

ボランティア活動紹介⑰ さくらストリングアンサンブル

　10月 8日㈯秋晴れの中、自転車ワークショップ
が開催され、市内主要道路の調査（自転車の目線で
道路をチェックし評価する）が行われました。今ま
で気にも留めなかった点に気付き、有意義な活動と
なりました。

日　時　11 月 20日㈰ 10:00 ～ 16:00
会　場　市民活動支援センター　定　員　30 人
費　用　無料　内　容　実走＆ワークショップ
申込先　実行委員会（柳橋） 090-8892-6100

日　時　12 月 4日㈰ 10:00 ～ 18:00（点灯　17:00 ～）
会　場　守谷駅前西口広場
内　容　X'mas ツリー・リース・イルミネーションの飾り付け
　　　　※地上に描くランタンツリー制作は12月23日実施予定
申込先　実行委員会（青木） 090-2446-0849

もりやX'masファンタジーもりやX'masファンタジー
飾り付け活動参加者募集飾り付け活動参加者募集

第1回守谷第1回守谷
エコサイクルシティエコサイクルシティ
プロジェクトプロジェクト
ワークショップワークショップ

第２回開催第２回開催
参加者募集参加者募集

震災後ボランティア活動をしましたか？ 震災ボランティア活動の内容は？

■■募金
■■支援物資
■■応援メッセージ
■■被災地支援
■■避難者支援
■■その他

■■した
■■しない

http://www.moriya-cac.org/
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　骨粗鬆症は、骨折などのリスクが高く、高齢期
の活動を低下させる原因とも言われています。
　自分の骨量を知り、丈夫な骨を作るための運動
や食事について学びませんか。

▼対象者　40～ 70 歳までの女性

▼会　場　保健センター

▼ 募集人数　先着 100 人※原則全回参加できる方

▼参加費　無料

▼ 申込期間　11 月 28 日㈪～ 12月 9日㈮　
　※土・日曜日、祝日は除く

▼申込方法　窓口または電話で申し込む

　10 月５日に、「守谷市原東土地区画整理事業」
が事業認可を受けました。
　11 月１日には、守谷市原東土地区画整理組合
の第１回総会が開催され、理事・監事の選出およ
び平成 23年度予算などが議決されました。
　これにより、隣接する「守谷市松並土地区画整
理事業」に続いて、市街地整備が始まります。
●守谷市原東土地区画整理事業の概要

▼施行面積　　約 2.2ha

▼施行者　　　守谷市原東土地区画整理組合

▼施行期間　　　平成 23～ 25 年度
▼工事着手予定　平成 23年 12 月～

▼総事業費　３億 727 万円
▼問合先　市役所都市計画課

　　　　　まちづくりＧ　内線 243
　　　　　☎ 45－1963（直通）

▲　　　が事業区域

回 日時 内容
1 １月 16 日㈪

または
１月 17日㈫

  9：30～

骨粗鬆症検診（ＤＸＡ法）
※時間は指定します

2 １月 24日㈫
10：00～11：30

・・骨粗鬆症検診結果返却
・・運動があなたの骨を丈夫に
　します！～実際動いて体験
　してみましょう～

3 ２月 １ 日㈬
10：00～11：30

骨粗鬆症予防のための食事～
あなたはカルシウムを十分取
っていますか？～
①カルシウムやビタミンＤ  
　の取り方

常総ラグビークラブ
文部科学省　生涯スポーツ優良団体表彰

　常総ラグビークラブが文部科学省「生涯スポー
ツ優良団体表彰」を受賞しました。
　常総ラグビークラブの活動は 37 年にも及び、
ラグビーの普及・発展に貢献し、地域におけるス
ポーツ振興の顕著な成果が認められました。おめ
でとうございます。

コツコツ貯めよう！

「骨粗鬆
しょう

症予防教室」

▲事業の認可を受ける役員の皆さん

10月５日　事業認可
「守谷市原東土地区画整理事業」

守谷市原東土地区画整理事業

●申込・問合先　保健センター  ☎ 48－6000
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▼
準
特
選

・
前ま
え
か
わ
ら

川
原
実み

か香
（
愛
宕
中
２
）

・
髙た
か
ね根
彩あ

に

か
仁
香（
松
前
台
小
４
）

▼
入
選

・
篠し
の
ざ
き崎
陽ひ

な菜
（
高
野
小
２
）

・
髙た
か
い
し石
千ち

さ

と
彩
登
（
大
井
沢
小
３
）

・
加か

が賀
大た
い
ち智（
け
や
き
台
中
１
）

・
竹た
け
や
ま山
治は
る
き輝
（
黒
内
小
４
）

・
大お
お
く
ぼ

久
保
鈴り
ん
か花
（
黒
内
小
４
）

・
立た
ち
ば
な花
沙さ

ら羅
（
松
ケ
丘
小
２
）

・
寺て
ら
だ田
梨り

お音
（
大
野
小
６
）

▼
準
特
選

・
渡わ
た
な
べ部
有あ
り
さ咲（
け
や
き
台
中
２
）

▼
入
選

・
間ま

な
か中

恵め
ぐ
み美（

け
や
き
台
中
２
）

・
飯い
い
た田
智ち

ほ帆
、
森も
り
し
た下
和か
ず
は葉
（
け 

　

や
き
台
中
３
）
共
同
作
品

・
成な
り
た田
愛あ
い
こ子
、
張は
り
が
え替
あ
か
り

　
（
け
や
き
台
中
１
）
共
同
作
品

　

県
で
は
、
９
月
10
日
の
「
下
水
道
の
日
」
を
中
心
と
し
た
下
水
道
促
進
週
間
に
合
わ
せ
て
、
下

水
道
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、下
水
道
に
関
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
作
品
の
中
か
ら
、
知
事
賞
候
補
に
選
考
さ
れ
た

作
品
の
応
募
者
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
準
特
選

・
長な
が
と
も友
芽め
ぐ
み美（
御
所
ケ
丘
中
３
）

▼
入
選

・
立た
ち
か
わ川
芳よ
し
か佳（
御
所
ケ
丘
小
４
）

・
大お
お
き木
真ま

ほ穂（
御
所
ケ
丘
中
３
）

・
中な
か
の野
友ゆ

き貴（
御
所
ケ
丘
中
３
）

▼
準
特
選

・
井い
の
う
え上
舞ま
い

（
け
や
き
台
中
３
）

・
落お
ち
あ
い合
亮り
ょ
う
が翔
（
高
野
小
２
）

▼
入
選

・
植う
え
む
ら村
華は
な
こ子
（
松
ケ
丘
小
１
）

・
中な
か
む
ら村
瑛え

り

か
理
香
（
黒
内
小
２
）

・
横よ
こ
せ瀬
莉り

な奈
（
守
谷
小
３
）

・
吉よ
し
だ田
南な

な

ほ
々
歩
（
郷
州
小
６
）

・
入い
り
え江

由ゆ

ま麻
（
郷
州
小
３
）

・
細ほ
そ
か
わ川
愉ゆ
う
と登
（
大
野
小
３
）

・
田た
む
ら村

一い
っ
き樹

（
大
井
沢
小
６
）

▼
問
合
先　

上
下
水
道
事
務
所

　

☎
48
・
１
８
４
２

　

市
で
は
、
生
活
の
中
に
あ
る

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
に
身
近
に
考
え
て

い
た
だ
こ
う
と
、
毎
年
、
環
境

啓
発
推
進
事
業
と
し
て
啓
発
ポ

ス
タ
ー
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
節
電
、
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
づ
く
り
、

エ
コ
ラ
イ
フ
な
ど
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
テ
ー
マ
に
市
内
の
小
学

６
年
生
を
対
象
と
し
た
「
省
エ

ネ
促
進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

６
２
０
点
も
の
た
く
さ
ん
の

作
品
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

作
品
の
中
か
ら
、
入
賞
者
を
紹

介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

　

ま
た
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
を
目
指
し
て
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】

①
佐さ
と
う藤
健け
ん
し
ろ
う

司
郎
（
大
井
沢
小
）

【
優
秀
賞
（
順
不
同
）】

②
田た

な

か中
理り

か佳
（
高
野
小
）

③
山や
ま
も
と本　

奨し
ょ
う（
大
野
小
）

④
新
し
ん
じ
ょ
う庄
史ふ
み
た
け武
（
黒
内
小
）

⑤
梨な

し

だ

子
田
夢ゆ

め

こ子
（
松
前
台
小
）

⑥
小こ

い

け池　

薫
か
お
る

（
郷
州
小
）

⑦
須す

だ田
唯ゆ

い

か華
（
松
ケ
丘
小
）

⑧
永な
が
の野
礼れ
い
な菜
（
守
谷
小
）

⑨
秋あ
き
た田

成な
る
き輝

（
御
所
ケ
丘
小
）

▼
問
合
先　
市
役
所
生
活
環
境
課

　

生
活
環
境
Ｇ　

内
線
１
４
３

平
成
23
年
度

茨
城
県
下
水
道
促
進
週
間
コ
ン
ク
ー
ル　

市
内
選
考
結
果

ポスターの部

特　選
田
たさき

﨑　秀
しゅうご

悟
（高野小 3）

書道の部

特　選
宮
みやくぼ

窪　眞
ま こ

子
（愛宕中 2）

作文の部

特　選
鈴
すずき

木　創
そうた

太
（松ケ丘小 4）

新聞の部

特　選
田
たなべ

辺　紗
さ ら

蘭
（松ケ丘小 4）

ポ
ス
タ
ー
の
部

新
聞
の
部

作
文
の
部

書
道
の
部

「省エネ促進ポスター入賞者」紹介「省エネ促進ポスター入賞者」紹介

守谷市環境啓発推進事業

▲表彰式の様子

②②①①③③④④⑤⑤⑥⑥⑦⑦

⑨⑨ ⑧⑧
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広報もりや 2011.11.10 14

　
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
」

「
大
変
お
待
た
せ
ま
し
た
。」「
失

礼
し
ま
す
。」
と
い
う
言
葉
を

日
本
で
は
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

ど
こ
に
行
っ
て
も
、
親
切
に
接

し
て
く
れ
ま
す
。
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
で
す
ら
、
安
全
を
考
え
、

利
用
者
に
声
を
掛
け
て
く
れ
る

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
外
国
人
か
ら
見
る
と
、
日

本
人
は
丁
寧
な
民
族
だ
と
い
う

固
定
観
念
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、「
総
体
的
に
」
と
い
う
表

現
が
私
は
正
確
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
が
…
。
時
に
は
、
交
通
マ

ナ
ー
が
悪
い
と
い
っ
た
面
も
あ

り
ま
す
か
ら
ね
（
笑
）。
ま
た
、

日
本
の
販
売
業
や
サ
ー
ビ
ス
業

の
方
は
、
特
に
丁
寧
さ
が
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
ド
イ
ツ
人

の
私
は
優
し
い
対
応
に
慣
れ
る

こ
と
が
で
き
ず
、
よ
く
ど
ぎ
ま

ぎ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ド
イ
ツ

で
も
「
お
客
様
は
王
様
で
す
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
日
本
語

の
「
お
客
様
は
神
様
で
す
」
と

似
た
表
現
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
私
は
王
様
の
よ
う
な
扱

い
を
受
け
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ー
パ
ー
や
デ

パ
ー
ト
に
行
く
と
、
ド
イ
ツ
の

も
う
一
つ
の
格
言
を
体
験
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は

「
サ
ー
ビ
ス
砂
漠
の
ド
イ
ツ
」

と
い
い
、
サ
ー
ビ
ス
精
神
が
な

い
と
い
う
意
味
で
す
。
王
様
は

ど
こ
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
、
ス
ー
パ
ー
で
品
物

を
購
入
す
る
場
面
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。
日
本
で
は
、
店
員
が

神
様
で
あ
る
お
客
様
の
バ
ス
ケ

ッ
ト
に
入
っ
て
い
る
品
物
を
１

つ
ず
つ
レ
ジ
に
通
し
、
他
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
に
移
し
ま
す
。
お
客

様
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
空
に
な

る
と
、そ
の
金
額
を
払
い
ま
す
。

空
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
次
の
お
客

様
用
に
な
り
ま
す
。
こ
の
一
連

の
作
業
の
中
で
、
何
も
し
な
く

て
も
い
い
の
で
す
。
商
品
を
盗

む
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
し
。

　

し
か
し
、
ド
イ
ツ
で
は
王
様

で
あ
る
は
ず
の
お
客
様
は
、
自

分
で
品
物
を
バ
ス
ケ
ッ
ト
か
ら

レ
ジ
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に

置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

レ
ジ
を
通
し
た
後
は
、
自
分
で

商
品
を
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
バ
ッ
グ

に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
特
に
飲
料
水
等
の
重
い

物
を
購
入
す
る
年
配
の
方
々
は

大
変
で
す
。
さ
ら
に
、
店
員
が

と
て
も
不
親
切
な
の
で
す
。
私

が
学
生
時
代
に
ス
ー
パ
ー
で
パ

ー
ト
を
し
て
い
た
２
年
間
、
上

司
が
ほ
ほ
笑
ん
で
お
客
様
に
対

し
て
接
す
る
行
動
を
一
度
も
見

掛
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
ド
イ
ツ
に
も
優
し
く
接
客

す
る
丁
寧
な
店
員
も
い
ま
す
。

　

た
だ
、
私
の
経
験
で
は
お
客

様
が
質
問
す
る
と
、
２
分
の
１

の
確
率
で
不
快
な
顔
を
さ
れ
、

ぶ
し
つ
け
な
返
事
し
か
も
ら
え

ま
せ
ん
。
中
で
も
、
ベ
ル
リ
ン

の
市
民
は
一
般
的
に
い
つ
も
忙

し
く
不
親
切
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
れ
て
お
り
、
店
員
に
関
し
て

も
不
親
切
な
印
象
が
強
い
の
は

ベ
ル
リ
ン
で
す
。
多
分
、
ド
イ

ツ
で
は
日
本
と
違
っ
て
お
客
様

が
「
偉
い
神
様
」
で
は
な
く
、

た
だ
の
「
普
通
の
王
様
」
な
の

で
し
ょ
う
。

　

で
す
か
ら
、
私
は
日
本
の
丁

寧
な
対
応
を
と
て
も
尊
敬
し
て

い
ま
す
し
、
そ
れ
を
身
に
付
け

た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
・
ジ
ン
グ
ル

ベ
ル
…
。
ク
リ
ス
マ
ス
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。

　

ヨ
ー
ク
さ
ん
と
一
緒
に
ク
リ

ス
マ
ス
ク
ッ
キ
ー
を
楽
し
く
作

り
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

12
月
15
日
㈭

　

午
後
０
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
場
所　

高
野
公
民
館

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

方
20
人
（
超
過
時
抽
選
）

▼
費
用　

５
０
０
円
程
度

▼
申
込
方
法　

12
月
１
日
㈭
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

市
役
所
市

民
協
働
推
進
課　
内
線
１
３
３

　

サービス本位サービス本位

国際交流員国際交流員
ヨークさんのヨークさんの

▼
日
時　

12
月
３
日
㈯
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
１
時

※
午
前
９
時
15
分
受
付

▼
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養

指
導
室

▼
対
象　

市
内
在
住
の
４
・
５

歳
児
（
年
中
・
年
長
児
）
と

そ
の
保
護
者（
１
家
族
２
人
）

▼
募
集
人
数　

18
組
36
人

▼
内
容　

ブ
ッ
シ
ュ
・
ド
・
ノ

エ
ル
を
作
る

▼
費
用　

１
組
５
０
０
円

▼
申
込
方
法　
は
が
き
に
住
所
、

　

参
加
希
望
者
の
氏
名
と
ふ
り

が
な
、
お
子
さ
ん
の
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
11

月
25
日
㈮
必
着
で
申
し
込
む

※
決
定
通
知
書
は
11
月
28
日
㈪

　

に
発
送
予
定

▼
主
催　

市
役
所
児
童
福
祉

課
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
・
夢
っ
子

▼
申
込
・
問
合
先

〒
３
０
２

－

０
１
１
７

守
谷
市
野
木
崎
１
９
４
７

－

２

守
谷
市
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
・
夢
っ
子
「
ク
リ
ス

マ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
」
係

　

☎
45
・
２
４
６
２

ヨ
ー
ク
さ
ん
と

ヨ
ー
ク
さ
ん
と

ク
リ
ス
マ
ス
ク
ッ
キ
ー
を
作
ろ
う

ク
リ
ス
マ
ス
ク
ッ
キ
ー
を
作
ろ
う

食
育
事
業

食
育
事
業

ク
リ
ス
マ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ

ク
リ
ス
マ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ

14
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今
年
度
の
集
団
健
診
は
、
９

月
29
日
で
終
了
し
ま
し
た
が
、

10
月
１
日
か
ら
医
療
機
関
健
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が

な
い
ま
ま
進
行
し
ま
す
。
健
康

診
査
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
を
始
め
る
絶
好
の
機
会
で

す
。
自
分
の
た
め
、
家
族
の
た

め
、
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
た
め
、
家
族
の
た
め
、
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

◎
妊
娠
し
た
ら
、
妊
婦
健
康

診
査
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

妊
娠
中
は
、
普
段
よ
り
一
層

健
康
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
毎
月

１
回
﹇
妊
娠
24
週
（
７
か
月
）

以
降
に
は
２
回
以
上
、
さ
ら
に

妊
娠
36
週
（
10
か
月
）
以
降
は

毎
週
１
回
﹈、
医
療
機
関
な
ど
で

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◎
妊
婦
健
康
診
査
っ
て

何
を
す
る
の
？

　

妊
婦
さ
ん
の
健
康
具
合
や
、

お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
育
ち
具
合

を
診
る
た
め
、
身
体
測
定
や
血

液
・
血
圧
・
尿
な
ど
の
検
査
を

し
ま
す
。
特
に
、
貧
血
、
妊
娠

高
血
圧
症
候
群
、
妊
娠
糖
尿
病

な
ど
の
病
気
は
、
お
腹
の
赤

ち
ゃ
ん
の
発
育
に
影
響
し
、
母

体
の
健
康
を
損
な
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
妊
婦
健
康
診
査
を
受

け
る
こ
と
で
、
病
気
な
ど
に
早

く
気
付
き
、
早
く
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◎
妊
娠
し
た
ら
届
出
を

　

妊
娠
に
気
付
い
た
ら
、
保
健

セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
総
合
窓
口

課
の
窓
口
に
で
き
る
だ
け
早
く

ヘルシー保健師だより

◎相談・問合先
　保健センター　 48－ 6000

すこやかな妊娠すこやかな妊娠
とと出産のために出産のために

vol.53vol.53vol.53vol.53

妊
娠
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

窓
口
で
は
「
母
子
健
康
手
帳

の
交
付
」
と
と
も
に
、「
妊
婦

健
診
費
用
の
助
成
が
受
け
ら
れ

る
受
診
票
」「
母
親
学
級
・
両

親
学
級
の
紹
介
、
各
種
情
報
の

提
供
」な
ど
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

◎
こ
ん
な
と
き
は
連
絡
を

　

分
娩
前
後
に
帰
省
す
る
な

ど
、
市
外
で
過
ご
す
場
合
は
、

事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
母
子
保
健

サ
ー
ビ
ス
（
妊
婦
健
診
の
費
用

助
成
・
新
生
児
訪
問
等
）
の
説

明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

転
入
さ
れ
た
妊
婦
さ
ん
は
、

受
診
票
の
交
換
を
し
ま
す
の

で
、
必
ず
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◎
お
気
軽
に
ご
相
談
を

　

妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て
の
お

悩
み
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保

健
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
窓

口
や
電
話
で
の
相
談
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

マタニティーマーク

＜気をつけたい症状＞
次のような症状が出たら早く医師に相談を！

□ むくみ □ がんこな便秘

□ 性器出血 □ 普段と違うおりもの

□ 腹痛 □ 強い頭痛

□ 発熱 □ つわりで衰弱がひどい

□ 下痢 □ イライラ

□ めまい □ 動
ど う き

悸が激しい

□ はきけ・嘔
お う と

吐 □ 今まであった胎動を
　 感じなくなったとき

□ 強い不安感

守
谷
市

守
谷
市  

健
康
診
査

健
康
診
査

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

後
期
高
齢
者
医
療

○医療機関健診［市指定の医療機関（医院）で実施される健康診査］

対象者 守谷市国民健康保険または後期高齢者医療加入中の満 40 歳以上
（平成 24年 3月 31日現在） で、健康診査を 4月以降未受診の方
※同一年度内に健康診査（集団健診・ドック検診含む）を複数回
受けることはできません

健診期間 12月 22日㈭まで

必要なもの
（必須）

○受診券（対象者へ 8月上旬に郵送済）
※紛失等の方は、予約前に国保年金課までご相談ください
○保険証（守谷市国保または後期高齢者医療）
○健診料金 1,000 円（健診当日、指定医院にお支払いください）

受診方法 要予約　※指定医療機関 (受診券に同封 )へ予約してください

検査項目 身体測定・血圧測定・血液検査・尿検査・貧血検査・心電図測定・
眼底検査（指定眼科医院での検査となる場合があります）

受診の
ポイント

1万円以上かかる検査が千円で受けられる、大変お得な健診です。
お近くの指定医療機関で受けられます（指定医療機関リスト参照）。
ご自身の都合のよい日に受けられます（医療機関と要相談）。

問合先 市役所国保年金課
国民健康保険　内線 104 ／後期高齢者医療　内線 108
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ク
の
合
宿
イ
ベ
ン
ト
も
同
時
開

催
し
ま
す
。
日
本
人
ゲ
ス
ト

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
西に

し
お尾

千ち
ひ
ろ尋

さ
ん

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ビ
ッ
グ

ゲ
ス
ト
の
対
談
な
ど
、
２
日
間

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

「
ア
ー
カ
ス
っ
て
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
け
れ
ど
、
何
を
や
っ
て

い
る
の
か
知
ら
な
い
ん
だ
よ

ね
」
と
い
う
方
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
、お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▼
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ_03

『
ト
リ
プ
ル
・ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』

日
時　

11
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

正
午
〜
午
後
７
時
／
会
場　

も

り
や
学
び
の
里

◎
未
就
学
児
と
保
護
者
の
方
を

対
象
に
し
た
レ
ギ
ュ
ラ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
毎
月
開
催
中

▼
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
稲い

な
が
き垣

立た
つ
お男

さ

ん
の
「
お
や
こ
で
楽
し
む

ア
ー
ト
２
０
１
１
」

▼
サ
ー
カ
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
金か

な

井い

圭け
い
す
け介

さ
ん
の
「
お
や
こ
で

ベ
ビ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
」

い
ず
れ
も
、
所
要
時
間
１
時
間

程
度
で
予
約
者
優
先
／
参
加
費

（
材
料
費
等
）
は
子
ど
も
一
人

３
０
０
円

※
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
等

で
確
認
、
ま
た
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

◎
町
に
な
じ
ん
だ
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
た
ち

　

海
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、

９
月
11
日
か
ら
12
月
９
日
ま
で

の
90
日
間
、
市
内
で
暮
ら
し
な

が
ら
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
る

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ

ジ
デ
ン
ス
」
は
滞
在
期
間
の
半

分
が
経
過
し
、
後
半
戦
が
始
ま

り
ま
し
た
。
滞
在
直
後
は
、
夜

中
に
起
こ
る
地
震
に
驚
き
、
み

ん
な
で
連
絡
を
取
り
合
う
姿
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
早
く

も
身
構
え
る
方
法
を
体
得
し
た

よ
う
で
す
。
自
炊
の
た
め
の
買

い
出
し
、
作
品
制
作
の
た
め
の

材
料
探
し
な
ど
、
地
図
を
持
た

ず
に
自
転
車
で
市
内
を
走
り
回

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日

本
語
教
室
に
も
通
い
、
日
本
語

で
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。市
民
の
皆
さ
ん
、

彼
ら
と
出
会
っ
た
ら
気
軽
に
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
い
ね
。
こ
の

よ
う
に
日
々
の
出
来
事
、
ア
ー

カ
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を
毎
日

ブ
ロ
グ
で
更
新
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
フ
ィ
ナ
ー
レ
！

　

90
日
間
の
滞
在
中
に
は
、「
何

を
や
る
か
。
ど
ん
な
人
か
。」

「
今
、
何
を
行
っ
て
い
る
か
。

み
な
さ
ん
と
何
を
し
た
い
か
。」

「
何
が
で
き
た
か
。
ア
ー
カ
ス

の
後
、
何
を
予
定
し
て
い
る
の

か
。」
と
い
う
三
段
階
に
分
け

て
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
季
、
最
後
の

オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
も
間
近
で

す
。
ま
た
、
映
像
鑑
賞
と
ト
ー

●問合先　アーカススタジオ
　☎ 46－2600（10:00 ～ 18:00）

もりや学びの里での
アーカスの日常

◎最新情報はウェブで !!
アーカスの活動に関する最新情報は、
ホームページ等をご覧ください。
・HP（ホームページ）
　http://www.arcus-project.com/
・BLOG（ブログ）
　http://arcus4u.exblog.jp/
・TWITTER（ツイッター）
　http://www.twitter.com/arcusproject/

　

秋
の
日
差
し
の
中
、
と
あ
る

サ
ロ
ン
で
の
会
話
か
ら
…
「
主

人
っ
た
ら
私
の
こ
と
を
〝
お
母

さ
ん
〞
っ
て
呼
ぶ
の
よ
。
嫌
で

し
ょ
う
？　

私
は
、
あ
な
た
の

お
母
さ
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

っ
て
言
っ
て
や
っ
た
の
。」
と
い

う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

考
え
て
み
た
ら
私
た
ち
は
、

幼
い
こ
ろ
は
「
お
嬢
さ
ん
、
お
坊

ち
ゃ
ん
」。
結
婚
し
た
ら
、「
お
嫁

さ
ん
、
お
婿
さ
ん
、
奥
さ
ん
、
ご

主
人
、
旦
那
さ
ん
」。
子
ど
も
が

で
き
た
ら
、「
お
母
さ
ん
、
お
父

さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
子
ど
も
た
ち

が
結
婚
し
た
ら
、
子
の
夫
や
妻

か
ら
も
「
お
義か

あ母
さ
ん
、
お
義と

父う

さ
ん
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
そ

し
て
孫
が
で
き
た
ら
、今
度
は「
お

ば
あ
さ
ん
、お
じ
い
さ
ん
」
で
す
。

　
こ
の「
お
か
あ
さ
ん
」「
奥
さ
ん
」

「
お
ば
あ
さ
ん
」
と
い
う
呼
び
方

な
ど
は
、
結
婚
し
て
い
る
、
し
て

い
な
い
に
関
係
な
く
、
家
族
以

外
の
第
三
者
か
ら
も
呼
ば
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
犬
を
散
歩

さ
せ
て
い
れ
ば
「
○
ち
ゃ
ん
（
犬

の
名
前
）
の
お
か
あ
さ
ん
」
な
ん

て
呼
ば
れ
た
り
、
地
域
活
動
を

長
年
し
て
き
た
○
さ
ん
の
夫
は

「
○
さ
ん
の
ご
主
人
様
」
と
呼
ば

れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

海
外
の
よ
う
に「
ミ
ス
タ
ー
・

ミ
ズ
」
と
い
う
よ
う
な
呼
び
方

が
日
本
に
無
い
の
は
お
か
し
い

と
思
い
ま
せ
ん
か
？　

い
ず
れ

に
し
て
も
、
海
外
で
見
か
け
る

日
本
人
の
夫
婦
が
「
お
と
う
さ

ん
・
お
か
あ
さ
ん
」
と
お
互
い

を
呼
び
合
う
姿
は
滑
稽
に
思
わ

れ
て
い
ま
す
。「
ハ
ニ
ー
・
ダ
ー

リ
ン
」と
は
呼
ば
な
い
ま
で
も
、

女
性
も
男
性
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ

に
立
派
な
名
前
が
あ
る
の
で
す

か
ら
、
お
互
い
を
名
前
や
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
で
呼
び
合
い
た
い
も

の
で
す
ね
。

　

一
人
一
人
の
人
格
を
認
め
合

う
こ
と
は
、「
男
女
共
同
参
画

社
会
の
一
員
」
と
し
て
大
切
な

こ
と
で
す
。

●
こ
の
コ
ラ
ム
に
関
す
る
ご
意

見
・
ご
感
想
は
、
左
記
ま
で

メ
ー
ル
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

kyoudou@
city.m

oriya.

　

ibaraki.jp
ち
ょ
っ
と
変
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
（
呼
び
方
・
呼
ば
れ
方
）

男
女
共
同
参
画
コ
ラ
ム
（
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

ARCUS Artist in Residence-IBARAKI
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３
回
目
12
月
21
日
㈬
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
30
分
▼
会
場　

高

野
公
民
館
▼
募
集
人
数　

先
着

各
10
人
▼
参
加
費　

２
５
０
０

円
（
材
料
代
）
▼
申
込
方
法

12
月
９
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
む

▼
申
込
先　

野
口　
　

０
７
０

・
６
６
３
２・２
５
８
２

▼
日
時　

12
月
11
日
㈰
午
後

１
時
開
場
、
１
時
30
分
開
演

▼
会
場　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▼
指
揮　

鈴す
ず
き木
厚あ

つ
こ子
氏
▼
伴
奏

藤ふ
じ
も
と本
京き

ょ
う
こ子
氏
▼
曲
目　

「
サ
ウ

ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

よ
り
ド
レ
ミ
の
歌
、
エ
ー
デ
ル

ワ
イ
ス
ほ
か
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
メ
ド
レ
ー
▼
ゲ
ス
ト
出
演

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
阿あ

く

つ

久
津
匡た

だ
し史

氏
▼
主
催　

市
文
化
協
会
音
楽

部
会
▼
後
援　

市
教
育
委
員
会

＊
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
隊
募
集

　

中
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

小
林　

☎
48
・

１
６
３
３

　

守
谷
市
・
近
隣
市
在
住
の
陶

芸
愛
好
者
に
よ
る
作
品
展
で
す
。

　

海
外
旅
行
先
で
、
必
ず
役
に

立
つ
英
会
話
を
楽
し
く
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

▼
内
容　

基
礎
か
ら
実
践
ま
で

▼
日
時　
12
月
１
・
８
・
15
・
22

日
※
各
木
曜
日
／
午
前
10
時
〜

正
午
（
全
４
回
）
▼
会
場　

中

央
公
民
館
▼
募
集
人
数　

市
内

在
住
・
在
勤
の
方
25
人
※
最

少
開
催
人
数
10
人
▼
参
加
費

２
５
０
０
円
程
度
（
講
師
謝
金
、

テ
キ
ス
ト
代
）
▼
講
師　

京き
ょ
う

田だ

み
わ
子
氏
（
も
り
や
生
き
生
き

ラ
イ
フ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録

者
）
▼
申
込
方
法　

11
月
25
日

㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は
窓
口
で

申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民

館　

☎
48
・
６
７
３
１

①
冬
休
み
子
ど
も「
干え

と支
」リ
ー

　

ス
作
り
教
室　
　

  

▼
日
時　

12
月
26
日
㈪
午
前
10

時
〜
正
午
▼
会
場　

高
野
公
民

館
▼
募
集
人
数　

20
人
▼
対
象

小
学
校
１
年
生
以
上
▼
持
参
品

は
さ
み
、
工
作
用
ボ
ン
ド
▼
参

加
費　

８
０
０
円
（
材
料
代
）

▼
講
師　

野の
ぐ
ち口
陽よ

う
こ子
氏

②
冬
休
み
親
子「
米
粉
料
理
教
室
」

▼
日
時　

12
月
26
日
㈪
午
前
10

時
〜
正
午
▼
会
場　

高
野
公
民

館
▼
募
集
人
数　

20
人
▼
対
象

小
学
２
年
生
以
上
の
親
子

▼
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
布

き
ん
、
三
角
き
ん
▼
参
加
費

８
０
０
円
（
講
師
謝
金
・
材
料

代
）
▼
講
師　

鈴す
ず
き木
良り

ょ
う
こ子
氏

■
高
野
公
民
館
運
営
協
力
員
事

　

業
共
通
申
込
・
問
合
先

①
②
共
12
月
20
日
㈫
ま
で
に
電

話
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
む

高
野
公
民
館　
☎
45
・
５
４
１
１

①
子
ど
も
マ
ジ
ッ
ク
教
室

　

手
品
を
覚
え
て
、
み
ん
な
を

び
っ
く
り
さ
せ
よ
う
。

▼
日
時　

12
月
11
日
㈰
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
▼
会

場　

北
守
谷
公
民
館
和
室

▼
講
師　

風か
ざ
ま間
昭し

ょ
う
さ
く作
氏
（
も

り
や
生
き
生
き
ラ
イ
フ
リ

ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録
者
）

▼
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生

20
人
（
低
学
年
は
保
護
者
同

伴
）
※
最
少
開
催
人
数
10
人

▼
参
加
費　

１
０
０
円
（
材
料

代
）
▼
持
参
品　

５
０
０
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
の
透
明
の
円
筒
型
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
１
個
、
ス
ト
ロ
ー

１
本

②
し
め
縄
作
り
講
習
会

　

手
作
り
し
め
縄
を
玄
関
に
飾

っ
て
、
新
年
を
迎
え
よ
う
。

▼
日
時　

12
月
８
日
㈭
午
前
10

時
〜
11
時
30
分
▼
会
場　

北
守

谷
公
民
館
和
室
▼
講
師　

小お
が
わ川

実み
の
る

氏
▼
対
象　

市
内
在
住
の

成
人
15
人
※
最
少
開
催
人
数
10

人
▼
参
加
費　

５
０
０
円
（
講

師
謝
金
・
材
料
代
）
▼
持
参
品

は
さ
み
、
み
か
ん
１
個
（
飾
り

用
）

■
北
守
谷
公
民
館
運
営
協
力
員

　

事
業
共
通
申
込
・
問
合
先

①
②
共
12
月
２
日
㈮
ま
で
に
電

話
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
む

北
守
谷
公
民
館　

☎
47
・
０
１
１
１

　

魔
法
の
花
「
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド

フ
ラ
ワ
ー
」
で
ク
リ
ス
マ
ス
と

お
正
月
ア
レ
ン
ジ
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

１
回
目
12
月
14
日
㈬

午
後
２
時
〜
４
時
／
２
回
目
12

月
20
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午
／

＊
11
月
20
日
㈰
ま
で
出
品
作
品

　

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募

　

要
項
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

▼
日
時　

12
月
４
日
㈰
〜
11
日

㈰
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
※
最

終
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で

／
た
だ
し
、
７
日
㈬
は
休
館
日

▼
会
場　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▼
後
援　

守
谷

市
ほ
か

▼
問
合
先　

斉
藤　

☎
48
・

６
４
２
０

　

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
や
ツ
グ
ミ
な

ど
の
冬
鳥
を
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

12
月
10
日
㈯
午
前
９

時
〜
正
午
※
雨
天
の
場
合
11
日

㈰
▼
集
合　

午
前
８
時
50
分
北

園
森
林
公
園
駐
車
場
▼
観
察
場

所　

北
園
森
林
公
園
周
辺
▼
持

参
品　

双
眼
鏡
、
図
鑑
な
ど
※

お
持
ち
の
方
▼
後
援　

市
教
育

委
員
会

▼
主
催
・
問
合
先

守
谷
鳥
類
調
査
会　

菅
原　

☎
48
・
３
０
２
７　

岡
本　

☎
45
・
３
７
１
３

ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ク
ラ
ブ

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

高
野
公
民
館
運
営
協
力
員
事
業

高
野
公
民
館
運
営
協
力
員
事
業

　
　
　
　

    　　

    

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

最
初
の
一
歩　

旅
行
英
会
話
教
室

最
初
の
一
歩　

旅
行
英
会
話
教
室

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

北
守
谷
公
民
館
運
営
協
力
員
事
業

北
守
谷
公
民
館
運
営
協
力
員
事
業

　
　
　
　

    　　

    

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

冬
の
野
鳥
観
察
会　
　

冬
の
野
鳥
観
察
会　
　

    　　

    

申
込
不
要
・
参
加
者
募
集

申
込
不
要
・
参
加
者
募
集

第第
1111
回　

守
谷
陶
芸
会
展
開
催

回　

守
谷
陶
芸
会
展
開
催

　
　
　
　

    　　

    

入
場
無
料

入
場
無
料

守
谷
少
年
少
女
合
唱
団

守
谷
少
年
少
女
合
唱
団

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

入
場
無
料

入
場
無
料
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市民卓球大会開催！

ベルフォーレも結成20周年になります。 「うたの花束を」 と題して演奏会を開催します。

皆さんのご来場を心よりお待ちしています。

▼日　時　12月 3日㈯ 13:30 開場　14:00 開演

▼会　場　中央公民館

▼入場料　無料

▼指　揮　二
にのみや

宮　真
ま み

美

▼ピアノ　冨
と ん だ

田　房
ふ さ え

江

▼曲　目　「春のマドリガル」から、「ノスタルジア」から「信じる」ほか

▼後　援　市教育委員会

▼問合先　谷　☎ 48－8162

女声合唱団ベルフォーレ　うたの花束を

「どうして飛行機は飛ぶの？」
（いろいろ実験：良く飛ぶ紙飛行機）

▼日　時　12月 11㈰ 14:00 ～ 16:00

▼ 会　場　取手市戸頭公民館（関東鉄道常総線・
　　　　　戸頭駅下車徒歩 3分）

▼対　象　小学生　30人

▼講　師　草
くさふさ

房誠
せ い じ ろ う

二郎氏（事業用パイロット）

▼参加費　700 円

▼後　援　市教育委員会ほか

　「霧箱を作って、放射線を見てみよう！」

　「霧箱実験」を通して「放射線とは何か？」「ど
んな性質を持っているのか？」など、放射線につ
いて基礎的なことを専門家のやさしい解説と共に
しっかり学び、理解を深めよう！

▼日　時　12月 18 日㈰ 14:00 ～ 16:00

▼会　場　取手市戸頭公民館（関東鉄道常総線・
　　　　　戸頭駅下車徒歩 3分）

▼ 対　象　小学生および興味のある方（大人も参
　　　　　加可）50人

▼講　師　内
う ち の

野權
け ん じ

次氏（元高エネルギー加速研究
　　　　　機構加速器研究員）、加

か ち

地浩
ひろな り

成氏（元
　　　　　日本自動車研究所研究員）

▼後　援　市教育委員会ほか

子どもおもしろサイエンス倶楽部子どもおもしろサイエンス倶楽部

子ども航空・宇宙塾 子ども科学・ものづくり塾

▼上記共通申込方法　氏名（ふりがな）・住所・電話番号（あれば FAX・メールアドレスも）・年齢・性別・
　　　　　　　　　　学校名・学年を電話、FAXまたは電子メールでお知らせください

▼申込・問合先　NPO法人次世代教育センター事務局　取手市下高井 1271
　　　　　　　　　090－3137－5511　　0297－78－7310　　jisedai@jcom.home.ne.jp

　幅広い年齢層に人気のある卓球。愛好者の皆さん、日ごろの練習の成果を発揮してみま
せんか。

▼開催日時　12月 18 日㈰ 9:00 集合、9:30 試合開始

▼会　場　常総運動公園総合体育館

▼種　目　一般男女別シングルス、シニア男女別シングルス（40 歳以上、申込者８人以
　　　　　上で開催）、男女別ダブルス

▼参加資格　市内在住・在勤・在学・市学校体育施設開放使用団体登録の方（ダブルスはペ
　　　　　アの片方が前記該当の方）

▼参加費　1,000 円／人（当日徴収）※中学生以下は無料

▼主　催　市教育委員会、市体育協会

▼申込方法　11月 30 日㈬ 17:15 までに、窓口または電話で申し込む

▼申　込・問合先　市役所生涯学習課　スポーツＧ　内線 278

参加者募集参加者募集
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としょかんへいこう！

◆資料の検索はホームページから（パスワードを登録、予約申込や貸出 ･予約状況の照会もできます）
http://www.lib.moriya.ibaraki.jp/ https://mobile.lib.moriya.ibaraki.jp/

11月の児童テーマ「うたう」

パソコン 携帯電話

最近、図書館のマナーを守っていただけないことが増えています。
下記の行為は全てマナー違反で、お断りしています。
ご一読いただき、より快適な図書館になるよう皆さんのご協力をお願いします。

○資料を汚す・書き込む・壊す（そのままにして返却）
　そのままにしたり、自分で修理しようとしたりせず図書館にお持ちください。
○返却期限に遅れる
　次に利用する方のために、２週間の期限を厳守してください。
○雑誌や新聞をひとりで何部も席に持っていってしまう
　読みたい方は他にもいますので、ひとり１部まででご利用ください。
○大きな声で話す・大きな音を出す
　ヘッドホン・イヤホンからの音漏れ等がないよう、他の方に配慮してください。
○ものを食べる・飲む
　飲食は指定された場所でのみ可能です。ペットボトル等の持ち込みもご遠慮ください。
○携帯電話をかける・写真を撮る
館内では電源を切るか、マナーモードにして通話はお控えください。また、館内・資料の撮影はお
断りしています。
○保護者の方が騒いでいるお子さんを注意しない
　お子さんの監督は保護者の方の責任でお願いします。騒ぐお子様には職員が注意することがあります。
○棚から取った本を元とは違う棚に置いていく
　貸し出しを希望しない本は元の棚に戻すか、分からなくなった際は職員にお渡しください。

休　館　日　　毎週月曜日、11/30㈬、年末年始の休館期間：12/28㈬～1/4㈬
　　　　　　　※ 1/5 ㈭は、中央図書館は 13：00 からの開館
　　　　　　　※年末年始の休館中、各公民館図書室のブックポストへの返却はできません

開館時間　　中央図書館　　　10：00～ 18：00（木曜日は、13：00～ 18：00）
　　　　　　各公民館図書室　 9：30～ 16：30

11･12月11･12月

所蔵館 タイトル 作者

高野公民館 ばいきん　こわいぞ 佐藤利清／原作　、久住卓也／絵

北守谷公民館 げんきな　かぼちゃ いちかわけいこ／脚本、長谷川知子／絵

中央図書館 あわてない　あわてない 仲川道子／脚本・絵

中央図書館 おさんぽ　わんわん おおともやすお／絵

中央公民館 みつばちの　はにーちゃん 仲川道子／絵

新しい紙芝居が入りました新しい紙芝居が入りました（下記はその一部です）（下記はその一部です）

図書館利用マナーの向上にご協力ください図書館利用マナーの向上にご協力ください

広報もりや 2011.11.1019
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知症を防げ！
脳活コーチ育成講座中級コース（10月８～10日）

　脳活コーチ育成講座中級コースを市役所大会議
室で開催しました。脳活コーチとは、認知症予防
活動を推進するための地域で柱となる人材です。
今後、元気サロンや教室等へ出向いて活動を行い
ますので、ぜひ、認知症予防のため、ご参加くだ
さい。

認認

会福祉協議会へ 205,000 円を寄付
市民チャリティーゴルフ大会（10月 3日）

　第 37 回市民チャリティーゴルフ大会が筑波カ
ントリークラブで開催されました。参加した 192
人は、ベストスコアを目指し、ラウンドしていま
した。この日、優勝を飾ったのは、横

よ こ せ

瀬安
やすゆき

行さん
でした。また、募金 205,000 円は、市社会福祉
協議会へ寄付されました。

基基 本は地域のコミュニティ
防災シンポジウム開催（10月 2日）

　中央公民館で佐
さ と う

藤隆
た か お

雄氏（独立行政法人防災科
学技術研究所社会防災システム研究領域客員研究
員）を迎え、防災シンポジウムを開催しました。
市内で起こり得る災害について検証した後、東日
本大震災を経験し、災難を乗り越えるには地域の
コミュニティが大切であるということを伝えてい
ました。

社社

閉閉 じこもりがちにならないように
元気サロンみずき野（10月 7日）

　元気サロンみずき野では、いつものサロンから
飛び出し、東京湾クルージングを行いました。さ
わやかな秋晴れに恵まれ、45 人の参加者は楽し
い一日を過ごしました。元気サロンは、地域の高
齢者がいきいきと楽しく過ごせるよう市内に 19
か所設けています。ぜひ、ご参加ください。
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●まちの話題を写真記事でお届けします

世世 代をこえた健康づくりとふくしのつどい
健康スポーツフェスティバル（10月 23日）

中中 学生から一般の方も参加
市民ソフトテニス大会（10月 23日）

　常総線南守谷駅通路壁面の落書きをなくし、子
どもたちの描いた明るい絵で防犯対策につなげ
ようと、チャレンジド・アート・プロジェクトが
行われました。㈳常総青年会議所が主催し、東京
芸術大学関係者の協力により、伊奈養護学校、守
谷中学校美術部、市内小学校の生徒・児童たち約
80 人がパネルの絵に色付けを行い、その後作品
は 20日に設置されました。

生生 涯学習の成果の場
彩都ピア☆もりや（10月 16日）

　彩都ピア☆もりや（生涯学習推進フェスティバ
ル）が中央公民館で開催されました。市内で活動
している舞踊やダンスのサークル発表などが行わ
れました。また、おもちゃ修理体験コーナーも設
けられ、楽しく学んでいました。

　常総運動公園で、市民ソフトテニス大会が開催
され中学生や一般の方 134 人（男子 33 チーム、
女子 34 チーム）が参加しました。男子優勝：鈴
木・石下チーム（守谷クラブ）、女子優勝：遠藤・
仲山チーム（愛宕中学校）※敬称略

子子 どもたちの絵で　防犯対策
チャレンジド・アート・プロジェクト（10月16日）

　第 2回健康スポーツフェスティバルが常総運動
公園で行われました。前日の雨の影響で、グラウ
ンドの催事は中止となりましたが、福祉サークル
等の発表やブース展示が行われ、来場者は、よさ
こいや合唱等のステージ発表を楽しみ、また、手
話、車いすなどの体験に参加し、福祉に対する理
解を深めていました。

広報もりや 2011.11.1021
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申 込 日 収 集 日

日
大井沢地区
大野地区
高野、乙子、南守谷地区
原、原本町、北園
小山、奥山新田、奥山本田、
辰新田、同地、赤法花

区　　　分

市のさまざまな情報をメールで配信

◆主な内容◆
・イベント情報
・災害 ･防災情報
・火災発生情報
・防犯情報
・選挙情報　ほか

メールもりやに登録を！

守 谷 市 役 所

発行者　守谷市長　 会 田　真 一
編 集 守谷市役所総務部秘書課

http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/

〒 302-0198　守谷市大柏 950-1
0297-45-1111（代表）

http://www.city.moriya.ibaraki.jp/
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11月の納期

12月のし尿収集日

・・国民健康保険税………５期
・後期高齢者医療保険料…５期
・上下水道使用料…９・10月分

11/ 7 ～ 11/11 11/23
11/21･22･24･25 12/ 7
12/ 5 ～ 12/ 9 12/21

１ ２ ５
７ ８ ９
12 13 14
16 19 ―
21 22 ―
26 27 ―

平成 23年 10月 25日現在

世　帯 23,393戸 （＋37戸）
人　口 62,746人 （＋48人）
　男　 31,753人 （＋26人）
　女　 30,993人 （＋22人）
昨年同月人口　　 62,382人     

取手医師会病院（小児科除く）

JAとりで総合医療センター（小児科:水曜日除く）

総合守谷第一病院（小児科 : 水曜日）

 ０２９７－７８－６１１１

 ０２９７－７４－５５５１

 ４５－５１１１

前月比

※問合先のＧはグループの略表記

　日ごろからごみ減量化に、自治会・子ども会、各ご家庭で取り
組んでいただき、ありがとうございます。
　今回は、ごみの減量化に取り組んでいる子ども会等の事例を紹
介します。これから、ごみ減量化に向けて取り組もうと考えてい
ただいている皆さんも、ぜひ、参考にしてください。

【取組事例１　そよかぜ子ども会】
　そよかぜ子ども会（松ケ丘
一丁目・けやき台五丁目）で
は、ごみ減量推進について標
語を募集し、地区内のごみ集
積所に掲示しました。ごみ集
積所を利用される地区内の皆
さんに標語を見ていただくこ
とで、地域ぐるみでごみ減量
に取り組んでいます。

【取組事例２　薬師台五・六・七丁目子ども会、自治会】
　薬師台五・六・七丁目子ど
も会は、自治会と協力し、現
在、不燃ごみとして回収され
ているペットボトルを資源と
して積極的に回収しています。
資源として回収することで、
不燃ごみの減量化を図ってい
ます。
※ごみ集積所が利用されていない粗大ごみ回収日に、ごみ集積所
をペットボトルの回収場所として利用
　市は平成24年度からペットボトルを資源として回収予定
　ですが、このような取り組みを引き続き支援していきます

平成24年４月から
プラスチック製容器包装・ペットボトルは「資源物専用袋」
による回収に変わります。

出
来る
ことから始めよう！

出
来る
ことから始めよう！

子ども会等子ども会等ののごみ減量大作戦ごみ減量大作戦
（事例紹介）




